
マイナー疑問解決します

キリスト



A―Line モニタリングキットの
交換はどれくらいの頻度でやるものですか？



個人的な見解です。
実際の臨床での適応前に
必ず、元論文をお読みいただき

周囲の医療者との十分な議論をすることをお勧
めします

＊この教育セミナーの注意事項



モニタリングキットの

交換はどれくらいの

頻度でやるものですか？



A-Line 動脈圧測定キット

振動（周波数）を拾って
増幅して圧に変換
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CDCのガイドライン

96時間ごとに
交換すること

動脈カテーテルのトランスデューサー
（連結菅、持続フラッシュ器具、フラッシュ溶液を含む）
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この推奨を決めたのは

２つの論文
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問題点2

カテーテル
菌汚染率

菌血症
発生率
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カテーテル菌汚染率
コロニー形成率
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残されたままの部品
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CDC：定期的な差し替えは推奨していない
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A-Lineの回路交換は

感染症が疑われなければ
しなくてもいいと思う

ごく個人的な意見

＊臨床の安全を保証するものではありません

まとめ


